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今
回
は
日
中
活
動
・
移
動
支
援
部
会
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
日
中
活
動
・
移
動
支
援
部
会
が
発
足
し
、
最
初
に
取
り
組
ん

だ
こ
と
は
、
当
事
者
、
保
護
者
、
事
業
者
、
行
政
、
施
設
の
立

場
か
ら
「
移
動
支
援
」
に
つ
い
て
、
実
際
ど
の
よ
う
な
利
用
が

さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
こ
と
で
し
た
。

　
検
証
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
障
が
い

者
・
児
の
移
動
に
関
す
る
課
題
が
い
く
つ
か
浮
か
び
上
が
り
、

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
事
業
所
が
日
中
一
時
的
に
障
が
い
者
・

児
を
預
か
る
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
事
業
所
が
無
償
で
送
迎
を

行
っ
て
い
る
実
態
を
踏
ま
え
、
当
部
会
で
は
送
迎
の
料
金
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
送
迎
の
料
金
に
つ
い
て
運
営
会
に
諮
っ
た
所
、
市
町
村
は
送

迎
加
算
を
設
け
る
こ
と
を
認
め
、
施
設
と
し
て
よ
り
円
滑
な
送

迎
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
移
動
支
援
に
関
す
る
協
議
の
中
で
、
精
神
障
が
い
を
抱
え
る

当
事
者
及
び
家
族
の
方
々
か
ら
、
「
精
神
障
が
い
者
の
公
共
交

通
機
関
の
割
引
制
度
が
な
い
」
こ
と
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。
電
車
に
関
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ
が
管
轄
し
て
お
り
、
全
国

的
に
一
律
の
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
こ
れ
ま
で
の
割
引
制

度
の
現
状
は
、
例
え
ば
電
車
や
バ
ス
の
場
合
、
対
象
と
な
っ
て

い
る
の
は
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
（
知
的
障
が
い
者
の

手
帳
）
の
所
持
者
が
対
象
で
、
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て

い
る
方
は
対
象
外
）

　
バ
ス
に
関
し
て
は
、
他
県
に
お
い
て
、
精
神
障
が
い
者
の
バ

ス
割
引
を
行
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
し
た
。

当
部
会
で
は
、
山
梨
県
に
お
い
て
も
「
精
神
障
が
い
者
の
バ
ス

割
引
」
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
活
動
を
行
う
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
度
に
当
部
会
で
は
、
精
神
障
が
い
者
の
ニ
ー

ズ
及
び
公
共
交
通
機
関
の
利
用
状
況
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

に
、
富
士
北
麓
圏
域
に
お
住
ま
い
の
精
神
保
健
福
祉
手
帳
所
持

者
の
方
々
に
「
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
・
集
計
・
分
析
か
ら
は
、
交
通
機
関
利
用

の
実
態
に
加
え
て
、
当
事
者
や
家
族
の
方
々
の
切
実
な
思
い
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
平
成
二
十
二
年
度
に
公
共
交
通
機
関
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
集
計
結
果
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
割
引
制
度
は
ま
だ
実
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
開
始

さ
れ
る
時
期
も
未
定
で
あ
り
ま
す
。

　
当
事
者
家
族
会
の
署
名
運
動
か
ら
始
ま
り
、
当

部
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
公
共
交
通
機
関
へ
の

集
計
結
果
報
告
と
い
っ
た
活
動
と
並
行
し
て
、
山

梨
県
と
し
て
も
山
梨
県
バ
ス
協
会
を
は
じ
め
、
山

梨
交
通
、
富
士
急
行
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
精
神
障
が
い
者
の
み
が
割
引
の
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
現
状
を
是
正
し
、
障
が
い
者
に
対
す
る
福

祉
の
充
実
と
利
用
者
数
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
協
議
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
事
者
と
行
政
機
関
、
関
係
事
業
者
等
が
　
足

並
み
を
揃
え
て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向

け
た
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
当
部
会
の
役

割
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
も
地
域
の
課
題
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
、
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
活
動
の
報
告
や
お
知
ら

せ
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
問
合
先
　
福
祉
推
進
課 

72-

６
０
２
８

　
福
祉
推
進
課
窓
口
に
、
平
成
二
十
一
年
度

に
富
士
北
麓
圏
域
で
行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

「
精
神
障
が
い
者
の
公
共
交
通
機
関
の
利
用
に

　関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
結
果
に
つ
い
て

日
中
活
動･

移
動
支
援
部
会
の
取
り
組
み

精
神
障
が
い
者
の
交
通
機
関
の
割
引

割
引
制
度
実
現
に
向
け
て

今
回
は
日
中
活
動
・
移
動
支
援
部
会
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
北
麓
圏
域
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
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■健康科学大学　総務課　☎０５５５-８３-５２００（代表）
■入試広報課　               ☎０５５５-８３-５２４０

お問い合わせ 『健康大ブログ』にて大学の日常を随時発信中！！

http://www.kenkoudai.ac.jp

理学療法学科 1年
鈴木　康太
千葉県

秀明八千代高校出身

うどんを食べる会 「やまなし観光カレッジ」開講式

新入生コメント 春のオープンキャンパス開催！

うどんを食べる会 「やまなし観光カレッジ」開講式

新入生コメント 春のオープンキャンパス開催！

うどんを食べる会 「やまなし観光カレッジ」開講式

新入生コメント 春のオープンキャンパス開催！

　4月21日に本学
にて、新入生歓迎行
事の一環として、学
生宿舎組合主催「う
どんを食べる会」が
開催されました。

　温かいうどん・味
噌田楽などが振る舞
われ、新入生にとっ
ては、「美味しい」歓
迎となりました。

　本学では、山梨県の「やまなし観光カレッジ」事業と
タイアップした「山梨の自然と文化・産業」という講義
を毎年開講しています。
　4月14日の開講式には、参加した37名（県外出身者
25名・県内出身者12名）の学生に対し、山梨県観光部
の方から山梨県の
概要と魅力につい
ての講義がありまし
た。山梨県の魅力を
PRしていくために、
7月まで講義が続き
ます。

　こんにちは。
1年理学療法学
科の鈴木康太で
す。大学生活が
始まって1ヶ月が
経ちました。山
梨県での生活に
は少しずつ慣れ
てきています。
入学当初は、勉
強や人間関係が
上手くいくかど
うか心配でした
がアパートやゼ

ミの先輩の方々が優しく接してくれたので、
今では勉強や生活のことでわからないこと
があれば気軽に相談できる心強い存在に
なっています。理学療法を学んでいく中で
厳しいことや辛いことがたくさんあると思
いますが新しくできた仲間と団結して将来
立派な理学療法士になれるように、これか
らも初心を忘れず頑張ります。

　4月23日、オープンキャンパスを開催し、山梨県・長野県・静岡県・
東京都・神奈川県・千葉県から、高校生や一般の方約50名にお越し
いただきました。
　「リハビリとふくしの仕事を知ろう！」というテーマのもと、分かりや
すさを重視した各種説明会を行い、参加者からは非常に好評でし
た。まずは「リハビリ」「ふくし」に
ついて、理解を深めていただき、
その上で進路選択の参考にして
いただければ、と思っております。
　今後も今まで以上に充実した
オープンキャンパスを予定してお
ります。昨年同様、地域の皆様にも
気軽にご参加いただきたいと考え
ております。

もっと知りたい! もっと知りたい! もっと知りたい! 

 健康大 健康大 健康大
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県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

あ
な
た
の
歯
は
健
康
で
す
か
！

薬
物
乱
用
は「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

『
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
開
催
に
つ
い
て
』

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
に
つ
い
て
』

　
６
月
４
日
〜
10
日
「
歯
の
衛

生
週
間
」
で
す
。
い
つ
ま
で
も

健
康
で
元
気
な
歯
を
保
つ
た
め

に
は
毎
日
の
手
入
れ
が
と
て
も

大
切
で
す
。

▼
虫
歯
の
予
防

　
磨
い
て
い
る
こ
と
と
磨
け
て
い
る
こ
と
は
違
い
ま
す
。

歯
と
歯
の
隙
間
や
歯
ぐ
き
の
境
目
な
ど
は
汚
れ
が
残
り
や

す
い
の
で
、き
ち
ん
と
磨
き
、汚
れ
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
心
が
け
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
ま

し
ょ
う
。

▼
８
０
２
０
達
成
を
目
指
し
て

　
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
ち
ま
し
ょ

う
と
い
う
の
が
８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動

で
す
。
一
生
を
自
分
の
歯
で
楽
し
く
食
事
し
、
健
康
な
生

活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

▼
歯
の
無
料
相
談
（
歯
科
医
師
会
）

　
歯
の
衛
生
週
間
に
併
せ
て
次
の
無
料
相
談
所
が
開
設
さ

れ
ま
す
。

○
６
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

　
場
所
　
Ｑ
ー
ス
タ
４
階

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
歯
の
健
康
に
つ
い
て
見
つ
め
直

し
、
日
頃
の
口
腔
ケ
ア
に
心
が
け
て
歯
科
疾
患
の
予
防
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

　
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
を
め
ぐ
る
事
件
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
乱
用
と
は
、
目
的
や
方
法
が
誤
っ
て

い
る
行
為
で
薬
物
を
使
う
こ
と
で
す
。
覚
せ
い
剤
な
ど
の

違
法
な
薬
物
は
、た
と
え
１
回
だ
け
の
使
用
で
も「
乱
用
」
に

な
る
と
と
も
に
、
法
令
で
「
犯
罪
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
覚
せ
い
剤
や
大
麻
、
コ
カ
イ
ン
。
こ
れ
ら
は
、
法
律
に

よ
っ
て
所
持
、
販
売
、
生
産
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
薬
物
で

す
。

　
違
法
薬
物
の
使
用
は
、
依
存
性
が
あ
り
、
乱
用
に
つ
な

が
る
た
め
、
一
生
に
わ
た
り
心
身
に
苦
痛
を
与
え
続
け
る

と
と
も
に
、
大
切
な
家
族
の
生
き
方
に
ま
で
大
き
な
影
響

を
与
え
ま
す
。
　

　
国
及
び
県
で
は
、
違
法
薬
物
根
絶
の
た
め
、
６
月
20
日

か
ら
７
月
19
日
ま
で
の
１
ヶ
月
間
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
ま
す
。

　
違
法
薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し
く
理
解
し
て
、
薬
物
乱

用
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
も
ち
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
身
近
な
人
の
薬
物
乱
用
に
気
付
い
た
と
き

は
、
勇
気
を
も
っ
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
大
切
な
人
を

薬
物
の
害
か
ら
守
る
た
め
で
す
。

参
考
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
　

　
　
「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー
」

●
問
合
先
　
衛
生
課
　
TEL
２
４-

９
０
３
３

　
山
梨
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
で
は
，
本
年
度
も
オ

ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
次
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
こ

の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
，
地
域
の
皆
様
に
本
校
の
教
育

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
，
校
内
の
授
業
風
景
な
ど

を
自
由
に
参
観
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
ま
た
，
当
日
の
午
後
か
ら
は
障
害
の
あ
る
お
子
様
の
保

護
者
や
教
育
関
係
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
「
教
育
相
談
会
」

も
実
施
い
た
し
ま
す
。

■
日
　
時
　
６
月
25
日
（
土
）

　
○
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
　
校
内
見
学
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
希
望
者
の
み
）

　
○
午
前
10
時
10
分
〜
11
時
45
分
　
授
業
見
学

　
○
午
後
２
時
〜
教
育
相
談
会
（
希
望
者
の
み
）

■
場
　
所
　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校

■
そ
の
他

（
１
）
校
内
見
学
ツ
ア
ー
参
加
ご
希
望
の
方
は
，
当
日
午

　
　
　
前
９
時
20
分
ま
で
に
受
付
に
お
越
し
下
さ
い
。
事

　
　
　
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

（
２
）
教
育
相
談
会
ご
希
望
の
方
は
，
お
手
数
で
す
が
事

　
　
　
前
に
次
の
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し

　
　
　
ま
す
。

●
問
合
先
　
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
　
TEL
７
２-

５
１
６
１

　
　
　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
担
当
　
吉
田
・
芦
沢
・
大
村

　　
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
つ
い
て

実
習
を
交
え
た
講
座
を
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
程
及
び
内
容

　
６
月
４
日
（
土
）

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
っ
て
な
に
を
す
る
の
？

　
　
　
本
校
の
余
暇
活
動
「
サ
タ
デ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
紹
介

　
　
　
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
校
内
見
学

　
６
月
18
日
（
土
）

　
　
　
知
的
障
害
っ
て
？

　
　
　
（
知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
と
一
緒
に
活
動
す

　
　
　
　
る
た
め
に
）

■
時
　
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

■
場
　
所
　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校

■
参
加
費
　
無
料

■
対
象
者
　
富
士
北
麓
地
域
在
住
の
方
（
年
齢
不
問
）

■
そ
の
他
　
一
講
座
の
み
の
参
加
で
も
可
能
で
す
。

●
申
込
・
問
合
先
　
県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
２‐

５
１
６
１

　
　  

　
　
　
　
　
　 

FAX
７
２‐

５
１
６
４

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
担
当
　
横
谷
・
舟
久
保

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら

県
立
ふ
じ
ざ
く
ら
支
援
学
校
か
ら

〜
地
域
住
む
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を

　
　
も
っ
と
よ
く
知
り
、
楽
し
く
活
動
し
よ
う
〜
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夏
の｢
き
こ
え｣

と｢

こ
と
ば｣

の
相
談
会

　
お
子
様
の｢

き
こ
え｣

と｢

こ
と
ば｣

の
こ
と
で
不
安
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
専
門
の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た

電
話･

メ
ー
ル
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
７
月
13
日
（
水
）
〜
16
日
（
土
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
場
　
所
　
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
大
野
1
0
0
9
）

■
対
象
児
　
０
歳
児
か
ら
大
学
生
ま
で

■
相
談
内
容
　
①
お
子
さ
ま
の｢
き
こ
え｣

と｢

こ
と
ば｣

に

　
関
す
る
悩
み
相
談
、
②｢

き
こ
え｣
と｢

こ
と
ば｣

に
不
安

　
の
あ
る
お
子
様
へ
の
か
か
わ
り
方 

(
育
児
相
談)

、
生
活

　
や
学
習
に
つ
い
て
（
教
育
相
談
）
③
聴
力
測
定
、
④
補

　
聴
器
相
談

■
申
込
み
方
法
　
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
要
予
約

※

締
め
切
り
は
７
月
８
日(

金)

午
後
５
時
ま
で

●
問
合
先 

ろ
う
学
校｢

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー｣

　
　
　
TEL
０
５
５
３-

２
２-

１
３
７
８

　
　
　
FAX
０
５
５
３-

２
２-

６
４
１
９

　
　
　e-m

a
il

　so
d
a
n
@
ro
g
a
k
o
.k
a
i.ed
.jp

※

費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
相
談
会
は
、
ろ
う
学
校

　
入
学
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　
県
立
盲
学
校
は
、
視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
職
業
自
立

を
目
指
し
た
職
業
学
科
が
高
等
部
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
視
力
が
弱
い
た
め
に
車
の
運
転
が
で
き
な
い
な
ど
の

理
由
に
よ
り
就
職
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
、
視
力
低
下
に

伴
い
現
在
の
仕
事
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
方
、
中
学
・
高

等
学
校
卒
業
後
、
適
当
な
進
路
が
見
つ
か
ら
な
い
方
や
そ

の
ご
家
族
、
ま
た
そ
う
し
た
方
々
を
支
援
さ
れ
て
い
る
皆

様
に
ぜ
ひ
、
本
校
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

◆
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談

　
年
間
通
し
て
電
話
及
び
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
○
毎
週
水
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午

　
○
毎
週
金
曜
日
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◆
授
業
見
学
週
間

　
高
等
部
本
科
保
健
理
療
科
、
専
攻
科
保
健
理
療
科
及
び

専
攻
科
理
療
科
の
授
業
を
公
開
し
ま
す
。

　
○
７
月
11
日
（
月
）
〜
15
日
（
金
）

◆
入
学
条
件
及
び
取
得
で
き
る
受
験
資
格

◎
高
等
部
本
科
保
健
理
療
科

　
○
入
学
条
件
：
中
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
）
又
は
同
等

　
　
の
学
力
の
方

　
○
取
得
で
き
る
受
験
資
格
：
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

　
　
師
国
家
試
験
受
験
資
格

◎
高
等
部
専
攻
科
保
健
理
療
科
及
び
理
療
科

　
○
入
学
条
件
：
高
等
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
）
又
は
同

　
　
等
の
学
力
の
方

　
○
取
得
で
き
る
受
験
資
格
：
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

　
　
師
、
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
国
家
試
験
受
験
資
格

※
申
し
込
み
は
事
前
に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す

●
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
教
務
課 

（
担
当
　白
倉
、保
坂
）

※

申
込
・
問
合
先
　
県
立
盲
学
校

　
　
TEL
０
５
５‐
２
２
６‐

３
３
６
１

　
　
FAX
０
５
５‐
２
２
６‐

３
３
６
２ 

　
　E

-m
a
il

　y
sv
i@
k
a
i.ed
.jp

　
お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不

安
を
感
じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ

て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で

い
る
方
、
視
覚
に
課
題
が
あ
る
子

ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先

生
な
ど
、
目
の
こ
と
で
お
悩
み
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
日
時
及
び
会
場
　

◎
７
月
９
日
（
土
）
、
７
月
10
日
（
日
）
、

　
８
月
27
日(

土)

、
８
月
28
日
（
日
）

　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

　
県
立
盲
学
校 

甲
府
市
下
飯
田
２-

10-

２

　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
２
６‐

３
３
６
１

※

こ
れ
は
、
本
校
へ
の
入
学
相
談
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
相
談
費
用
　
無
料

◆
申
込
方
法
　
前
日
ま
で
に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
受
付
時
間
は
、
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

●
問
合
先
　
県
立
盲
学
校
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
援
セ
ン
タ
ー
担
当
　
吉
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
２
６‐

３
３
６
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
FAX
０
５
５‐

２
２
６‐

３
３
６
２

■
日
　
程
　
６
月
11
日
　
午
後
１
時
15
分
〜

■
講
　
義

「
環
境
に
や
さ
し
く
、
温
熱
的
に
快
適
な
衣
服
と
は
」

「
夏
の
暑
さ
緩
和
に
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
有
効
活
用
」

「
暑
さ
寒
さ
と
健
康
」

■
対
　
象
　
高
校
生
以
上

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
自
然
の
不
思
議
や
環
境

の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
わ
か
り
ま
す
。

■
日
　
程
　
６
月
19
日
　
毎
月
第
２
日
曜

　
　
　
　
　
午
前
の
部
　
午
前
10
時
30
分
〜
　
約
30
分
間

　
　
　
　
　
午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
〜
　
約
30
分
間

■
入
場
料
　
無
料
　

■
対
　
象
　
幼
児
・
小
学
校
低
学
年

　
　
　
　
　
（
対
象
年
齢
以
外
の
方
も
参
加
可
）

●
申
込
・
問
合
先
　
環
境
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
２‐

６
２
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
５
９
７-

１

県
立
ろ
う
学
校
か
ら

『
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
』

『
夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会
』

県
立
盲
学
校
か
ら

も
り
の
お
は
な
し
か
い

環
境
科
学
講
座「
暑
さ
寒
さ
と
暮
ら
し
の
科
学
」

山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
か
ら
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TEL 72-6053　 FAX 73-1358
みんなの教育委員会  生涯学習課

問合せ先：総合型地域スポーツクラブ クラブ富士山 （町民体育館内）　 TEL＆FAX  0555－72－4772
受付時間：平日9：00～12：00　13：00～17：00　　

○ 時間帯　「月曜日～金曜日　午前9時～午後4時」
○ 場　所  「富士河口湖町交流センター内（旧河口湖町役場２階）教育センター」
○ 対　象  「お父さん・お母さん・子どもさん・おじいさん・おばあさん・先生方」

○ 連絡先  「富士河口湖町教育センター
　　　　　TEL０５５５－８３－３０２２」
　　　　　「E-mail　ed-center@kawaguchiko.ne.jp」

相談業務→ 「お子さんに関する悩み相談受け付けます。」

　耳が痛いですね。すぐにボルテージをあげないで、一息ついてから対応しましょう。子育ての中でなかなかできないのが、悪いと思ったとき、親から誤
ることではないでしょうか。できていますか？親がいいお手本だけである必要はないと思います。悪いことをしたときに、誤ることが大事だという教訓に
なると思います。私のお母さんは正直だ。ぼくんちのお父さんは、ごまかさないでぼくにもちゃんと謝ってくれる。・・・こどもはそんな家族に尊敬の気持ち
を持っていくのだと思います。

　緑濃い季節となりました。６月の空模様はいかかでしょうか。晴れて欲しい。雨も降らないと心配。人の欲は尽きないものです。我が子に対しても、杉
の木のように真っ直ぐ大きくなって欲しい。これは親の欲です。同時に親の深い愛情ですね。

・がんばってやっているのに「何で頑張ってやらないの？」という
・話をしようとしているのに、携帯電話をいじっていて聞いてくれない
・「テーブルの上を片付けなさい」というけど、実は自分の物も出ている
・自分はキレイに整頓してないのに、人には「片付けろ」と言う
・やろうと思っていることを先に言われるとやりたくなくなる
・何回も同じことを言う
・理由も聞かずに怒る

こどもたちの
本音

教育センターだより教育センターだより教育センターだより

教育相談・座談会の申込み・問合せは　生涯学習課７２－６０５３まで

子ども未来創造館
テコンドーの教室でもおなじみの光美先生による、アット
ホームな子育て座談会です。毎回テーマに沿って、簡単な
アクティビティを取り入れながらお話しをしていきます。
どうぞお気軽にご参加下さい！
小学生から中学生までの子どもをもつ保護者
渡辺光美先生　
２０名　　　　　　無料

リズテコでおなじみ！ 光美先生の

★子育て座談会★★子育て座談会★★子育て座談会★
川辺修作先生の

★個別教育相談★★個別教育相談★★個別教育相談★
日　時

場　所
内　容

対　象

場　所
対　象

講　師
定　員 参加料

６月１１日(土)　午後2時～3時

日　時７月３０日(土)　午後1時30分～4時30分

中央公民館
幼児から中学生までの子どもと保護者
（保護者のみの相談もOK）
☆予約が必要です。生涯学習課までご連絡下さい。
☆相談内容、個人情報等のは厳守いたします。

●個別相談●

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

☆あっとホームボディーケア

☆はじめてピラティス

☆ハタ・ヨガ

☆キッズ＆ママビクス

☆ゴルフ

☆バドミントン

☆シェイプＵＰエアロ

☆ピラティス

『総合型地域スポーツクラブクラブ富士山』で思いっきり楽しみましょう!!気になるプログラムがあったらお電話ください。
富士河口湖町スポーツ振興事業富士河口湖町スポーツ振興事業

第1回　「ようこそ！考古学の世界へ」
＜講師：杉本悠樹（富士河口湖町教育委員会生涯学習課）＞
日　時　平成23年6月15日（水）　午後7時より
場　所　中央公民館　第２研修室　　参加費　無料
定　員　25名（申込み不要）※講座ごとの聴講も可能です。
問合せ　72-6053（生涯学習課）

平成２３年度　富士河口湖町　歴史・文化財講座

「発見！歴史のとびら」の開催のご案内「発見！歴史のとびら」の開催のご案内「発見！歴史のとびら」の開催のご案内
　山梨県や富士河口湖町の歴史や文化財を解説し、ふるさとの歩みを
たどる講座を全8回シリーズで月１回・第３水曜日（６月～1月の期間）
に開催します。今年度はテーマ別にさまざまな観点や手法で富士河口
湖町の歴史の魅力に迫ります。第１回目は考古学の世界にみなさまを
ご招待いたします。遺跡から読み取る富士河口湖町の歴史、考古学の
おもしろさを楽しみましょう！

●日 　 程 ：７月９日(土) 10時～１2時　雨天決行　
●対 　 象 ： 1歳8ヶ月～3歳までの親子15組
●講 　 師 ： 堀内　治美先生（保育士）
●場 　 所 ： 天上山（ミニ登山）
●集合場所 ： 河口湖畔林作公園　
●持 ち 物 ： レジャーシート・タオル・着替え・水分補給できるもの
●服 　 装 ： 長袖・長ズボン・歩きやすい靴・帽子・（雨天時:長靴･カッパ）
●参 加 費 ： 一組300円／回
申し込み・お問合せ：生涯学習課（72-6053）

外遊び応援隊外遊び応援隊外遊び応援隊
子どもたちは外あそびが大好き！「心と体で感じる自然体験」をテーマ
に、親子で楽しめる自然遊びを季節にあわせて展開していきます♪今
回は、アジサイいっぱいの天上山を散策しながらふれあい遊びやゲー
ムをします｡親子・お友達と一緒に外で楽しくふれあいましょう。

ママと一緒にお散歩しよう！
富士河口湖

ママと一緒にお散歩しよう！
富士河口湖

詳細
は

折込
みチラ

シを

ご覧
下さい

!

※不在の場合は留守番電話に用件を入力して下さい。

〈テーマ〉つながろう手と手、心と心の絆を育もう


